
　
徳
島
大
学
で
は
、平
成
１７
年
９

月
１
日
現
在
で
世
界
２８
カ
国
２

３
８
名
の
留
学
生
が
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
男
性
１
４
４

名
・
女
性
９４
名
、身
分
別
で
は
学

部
学
生
４６
名
・
大
学
院
生
１
５
７

名
・
研
究
生
そ
の
他
３５
名
、地
域

別
で
は
ア
ジ
ア
２
０
３
名
・
中
近

東
１０
名
・
ア
フ
リ
カ
９
名
・
中
南

米
８
名
・
北
米
４
名
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

４
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
徳
島

大
学
の
留
学
生
数
は
年
々
増
え

続
け
、平
成
１０
年
度
と
比
較
す
る

と
、こ
の
７
年
間
で
約
２
倍
に
増

加
し
ま
し
た
。 

　
国
際
化
を
留
学
生
数
と
い
う

指
標
で
評
価
す
る
と
き
、徳
島
大

学
は
確
か
に
国
際
化
が
進
展
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

倍
増
し
た
留
学
生
に
対
し
て
十

分
な
受
入
れ
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
問
題
点
も

多
く
、ま
た
、国
際
化
意
識
に
関

し
て
教
員
の
間
に
温
度
差
が
あ

る
の
も
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
確
か
に
各
部
局
で
活
発
な
国

際
交
流
が

行
わ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の

集
団
の
中

で
は
多
く

の
実
績
が

蓄
積
さ
れ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
が
、こ
れ

ら
は
必
ず
し
も
大
学
の
理
念
を

意
識
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、種
々

の
問
題
点
を
解
決
し
国
際
化
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、留
学
生

受
入
れ
方
針
や
国
際
化
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
を
大
学
と
し

て
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
国
際
連
携
推

進
室
で
の
検
討
案
を
も
と
に
２

０
０
５
年
４
月
に
「
徳
島
大
学
国

際
化
ポ
リ
シ
ー
」
が
正
式
に
出
来

上
が
り
ま
し
た
。 

　「
徳
島
大
学
国
際
化
ポ
リ
シ
ー
」

で
は
、 

①
世
界
に
通
用
す
る
人
材
の
育

成
と
教
育
研
究
の
向
上
に
大
学

全
体
と
し
て
組
織
的
に
取
り
組

む
こ
と
、
②
地
域
に
根
ざ
し
た
国

際
交
流
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
、

③
学
生
お
よ
び
教
職
員
の
国
際

化
意
識
の
向
上
を
推
進
す
る
こ

と
の
３
点
を
骨
子
と
し
て
、世
界

に
開
か
れ
た
徳
島
大
学
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、日
本
人
学

生
や
留
学
生
に
対
す
る
国
際
化

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
進
、海
外
協

定
校
の
中
か
ら
拠
点
校
を
絞
っ

て
行
う
単
位
互
換
制
度
、ダ
ブ
ル

デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
（
一
部
が
工
学

部
大
学
院
で
開
始
）
、留
学
生
セ

ン
タ
ー
を
発
展
的
に
改
組
し
て

大
学
国
際
戦
略
本
部
を
設
置
す

る
案
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

留
学
生
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
際

連
携
推
進
室
で
は
、現
在
こ
の
ポ

リ
シ
ー
に
準
じ
て
種
々
の
活
動

を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に

地
域
連
携
と
い
う
視
点
で
は
地

道
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、学

内
で
は
、大
学
解
放
実
践
セ
ン
タ

ー
で
の
「
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
」
の
開
講
、学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の

推
進
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
チ
ャ
ッ
ト

ル
ー
ム
の
開
設
、学
外
で
は
、市

民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
母
国
で

振
り
返
る
私
の
徳
島
大
学
留
学

生
時
代
」
の
開
催
、徳
島
県
国
際

交
流
協
会
主
催
の
「
外
国
人
に

よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
」へ
の
協

力
、
徳
島
地
域
留
学
生
交
流
推

進
協
議
会
で
の
支
援
活
動
、企
業

や
自
治
体
が
協
力
す
る
施
設
見

学
ツ
ア
ー
、地
域
団
体
と
の
交
流

懇
親
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、徳
島
な
ら
で

は
の
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が

推
進
さ
れ
国
際
化
の
裾
野
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
、「
徳
島
大
学
国
際
化
ポ

リ
シ
ー
」
の
下
で
学
生
、教
職
員
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
国
際
化
活

動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
す

べ
て
の
留
学
生
が
口
を
そ
ろ
え
て 

“To
ku
s
h
im
a
 
is
 
a
 
ve
ry 
 

n
ic
e
 
p
la
c
e
 
to
 
live
 
a
n
d
 

s
tu
d
y.

“ 

と
発
す
る
よ
う
に
な

る
と
き
、徳
島
大
学
の
国
際
化
が

成
熟
し
た
形
で
評
価
さ
れ
る
時

期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
３
年
前
徳
島
大
学
と
の
出
会

い
が
始
ま
りA

fe
w
o
rk 
K
a
s
-

s
u

君
が
日
本
と
い
う
国
の
大
学

院
奨
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
我
が

国
の
大
学
で
は
前
代
未
聞
で
、日

本
へ
の
興
味
、中
で
も
徳
島
大
学

へ
の
関
心
が
一
挙
に
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
学
徒
を
通
じ
、多
く
の
若
い

研
究
者
が
極
東
に
も
世
界
的
な

学
術
探
求
に
よ
り
学
位
を
得
ら

れ
る
場
と
し
て
日
本
を
認
識
し

ま
し
た
。こ
れ
を
契
機
に
留
学
生

と
し
て
相
当
数
の
学
徒
が
応
募

し
ま
し
た
。
か
く
てA

b
e
b
e
 

G
e
n
e
tu

君
が
徳
島
大
学
に
国

費
留
学
生
と
な
り
ま
し
た
。エ
チ

オ
ピ
ア
か
ら
東
国
へ
の
学
術
探
検

の
始
ま
り
と
言
え
ま
す
。 

　
今
や
マ
ウ
ス
の
ク
リ
ッ
ク
で
溢

れ
る
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
情
報
で
重
要
な
点
は
、「
自

分
に
必
要
な
も
の
は
何
か
」
を
示

す
興
奮
と
興
味
を
抱
か
す
こ
と

で
す
。
我
が
学
徒
二
人
が
貴
大
学

に
覚
醒
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
球
の
ど
こ
に
居
よ
う
と
も

次
の
理
由
か
ら
、誰
も
が
外
界
と

の
協
力
を
探
し
ま
す
。 

　
我
が
国
の
科
学
は
ま
だ
幼
少

で
あ
り
、海
外
か
ら
技
術
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
り
込
む
た
め
、徳

島
大
学
と
の
間
で
共
同
研

究
の
糸
口
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
太
田
教
授
の

率
い
る
予
防
環
境
栄
養
学

分
野
と
は
予
備
的
な
研
究

が
開
始
し
、ア
フ
リ
カ
の
問

題
に
関
連
し
、「
微
量
元
素

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
及
び

結
核
」の
課
題
に
て
、ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤
形
成

事
業
応
募
と
発
展
し
た
の

が
こ
の
証
で
す
。 

　
読
者
は
ゴ
ン
ダ
ー
ル
大
学
に

興
味
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
我
が

大
学
は
、昔
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都

で
あ
っ
た
ゴ
ン
ダ
ー
ル
の
郊
外
に

あ
る
丘
に
立
っ
て
い
ま
す
。
宗
教

と
は
無
関
係
な
文
学
、神
学
、哲
学
、

音
楽
や
芸
術
を
基
盤
と
し
て
発

展
し
た
か
っ
て
の
ゴ
ン
ダ
ー
ル
医

科
大
学
に
根
付
く
も
の
で
す
。
健

康
科
学
、医
学
、社
会
科
学
、獣
医

学
、情
報
科
学
、法
律
を
中
心
に

６
つ
の
学
部
を
擁
し
、１
９
９
８

年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
世
界
笹
川
賞
、

２
０
０
４
年
に
健
康
科
学
教
育
・

研
究
と
そ
の
活
動
に
て
世
界
公

衆
衛
生
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
特
に

公
衆
衛
生
及
び
熱
帯
医
学
分
野

で
研
究
相
手
と
し
て
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
徳
島
大
学
の
科
学
者

は
皆
さ
ん
旅
行
者
と
し
て
も
歓

迎
し
た
い
で
す
。（
こ
ん
に
ち
は
！
）    

　
徳
島
大
学
が
世
界
の
大
学
と

な
る
た
め
に
、留
学
生
関
係
者
間

で
の
知
名
度
等
を
知
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、本
特
集
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
種
々
の
統
計
的
制
約

を
周
知
の
上
で
、現
留
学
生
と
、

国
際
交
流
経
験
者
（
海
外
）に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し「
は
い
」、「
い

い
え
」
方
式
で
回
答
を
求
め
、学

内（
８８
名
）と
海
外（
エ
チ
オ
ピ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、中
国
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ベ
ト
ナ
ム
、

台
湾
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
か
ら
９８
名
）か
ら

回
答
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、同
様

に
学
内
と
海
外
か
ら
経
験
談
や

希
望
な
ど
の
文
章
を
写
真
入
り

で
お
願
い
し
ま
し
た
。（
次
頁
） 

　
質
問
の
回
答
結
果
を
要
約
し

ま
し
た（
下
記
別
表
）。
特
徴
と
し

て
、学
内
者
の
５
％
は
徳
島
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
知
ら
ず
、
１４

％
は
学
部
数
が
１
つ
、ま
た
は
二

つ
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、７
％
が

留
学
生
セ
ン
タ
ー
を
、
１３
％
が
国

際
交
流
会
館
を
、
１７
％
が
阿
波
踊

り
を
知
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、共

同
研
究
希
望
者
は
８６
％
、英
文
、

和
文
の
広
報
誌
希
望
が
４０
％
前

後
で
す
。 

　
海
外
の
回
答
で
は
、徳
島
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
訪
問
経
験
者
は

１０
％
、日
本
・
徳
島
経
験
者
は
５０

％
以
下
、
在
日

本
経
験
者
は
９

％
で
す
。
留
学

生
セ
ン
タ
ー
と

英
語
コ
ー
ス
知

名
度
は
４０
％
未

満
で
あ
り
、
徳

島
大
学
独
自
の

奨
学
金
制
度
は

２
％
し
か
知
り

ま
せ
ん
。
阿
波
踊
り
の
知
名
度
は

国
内
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

４０
％
が
本
学
の
教
員
や
学
生
と

の
交
信
を
、
７０
％
が
共
同
研
究
を
、

６０
％
前
後
が
何
ら
か
の
広
報
誌

購
読
を
希
望
し
て
い
ま
す
。 

　
本
調
査
結
果
が
将
来
の
国
際

化
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
を
切

に
希
望
し
ま
す
。 
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特集 大
学
院
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部  

予
防
環
境
栄
養
学
分
野  

太
田 

房
雄 

お
お
た 

ふ
さ
お 

パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
を
操
作
操
作
す
る
だ
け
で
瞬
時
瞬
時
に
世
界
中

世
界
中
の
情
報
が

情
報
が 

取
れ
る
現
代
社
会

現
代
社
会
に
あ
り
、平
成
平
成
１６
年
度
年
度
か
ら
法
人
化

法
人
化
さ
れ
た
徳
島
大
学

徳
島
大
学
も 

国
際
化

国
際
化
を
避
け
て
は
生
き
残
れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
状
況
下

状
況
下
に「
中
期
目
標
」

「
中
期
目
標
」が
作
成
作
成
さ
れ
、 

教
職
員
総
出

教
職
員
総
出
で
国
際
教
育
研
究

国
際
教
育
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築
構
築
を
目
指
目
指
し
、 

平
成
平
成
１４
年
４
月
か
ら
留
学
生

留
学
生
セ
ン
タ
ー
が
、 

ま
た
同
年
同
年
１０
月
か
ら「
大
学
院
国
際
環
境
予
防
医
学
英
語
特
別

「
大
学
院
国
際
環
境
予
防
医
学
英
語
特
別
コ
ー
ス
」が 

設
置
設
置
さ
れ
、「
国
際
化
ポ

「
国
際
化
ポ
リ
シ
ー
」も
で
き
ま
し
た
。 

徳
島
大
学

徳
島
大
学
に
は
現
在
現
在
２
４
０
余
名
余
名
の
外
国
人
留
学
生
が

外
国
人
留
学
生
が
い
ま
す
。 

学長補佐（国際関係担当）・留学生センター長 
永田 俊彦 ながた としひこ 

外
国
人[

国
内
外]

か
ら 

眺
め
た
徳
島
大
学 

徳島大学における 
国際化ポリシー 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果･

海
外 

▲
 

男女比 
 
回答者年代 
 
 
回答者身分 
 
徳島大学知名度 

徳島所在知名度 
徳島大学Web訪歴度 
 
学部数知名度 
 
日本経験 
徳島県経験 
徳島大学友人 
在日本経験 
在徳島大学 
留学生センター知名度 
英語コース知名度 
徳島大学奨学金制度 
 
外人（留学生）数知名度 
 
国際交流会館知名度 
交信希望 
 
交信相手 
 
学生希望 
共同研究希望 

阿波踊知名度 

広報購読希望 
英文広報購読希望 

男：53、女：45 

20未満（11/98） 
20～30（68/98） 
31～40（11/98） 
    
助教授・講師（43/98） 
学生（35/98） 

知る（42/98） 

知る（31/98） 
ない（10/98） 
5つ以上（56／98） 
5つ（21／98） 
3つ（19/98 ) 
ある(50/98) 
ある(35/98) 
ある(32/98) 
ある(9/98) 
ある(2/98) 
知る(37/98) 
知る(34/98) 
知る(2/98) 
50人(29/98) 
200以上(23/98) 
以下200、100人が(17/98) 
知る(12/98) 
希望する(60/98) 
教授(45/98) 
助教授講師(38/98) 
学生(2/98) 
希望する(34/64) 
希望する(66/98) 

知っている(13/98) 

希望する(52/98) 
希望する(64/98) 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果･

国
内 

▲
 

男女比 
 
回答者年代 
 
 
回答者身分 
 
徳島大学知名度 

徳島所在知名度 
徳島大学Web訪歴度 
 
学部数知名度 
 
日本経験 
徳島県経験 
徳島大学友人 
在日本経験 
在徳島大学 
留学生センター知名度 
英語コース知名度 
徳島大学奨学金制度 
 
外人（留学生）数知名度 
 
国際交流会館知名度 
交信希望 
 
交信相手 
 
学生希望 
共同研究希望 

阿波踊知名度 

広報購読希望 
英文広報購読希望 

男：56、女：32 
   
20～30（45/88） 
31～40（40/88） 
 

学生（65/88） 
 
知る（88/88） 

知る（88/88） 
ない（8/88） 
5つ以上（44／88） 
5つ（31／88） 
1～2つ（12/88 ) 
ある(86/88) 
ある(81/88) 
ある(32/88) 
ある(65/88) 
ある(58/88) 
知る(82/88) 
知る(65/88) 
知る(63/88) 

200人以上(53/88) 
200(19/88) 
 
知る(78/88) 
希望する(16/88) 
教授(58/88) 
助教授･講師(11/88) 
学生(11/88) 
希望する(77/64) 
希望する(76/88) 

知っている(73/88) 

希望する(38/88) 
希望する(35/88) 
   

国際化、 

 　　その後 
内 か ら 外 か ら  

What is 
there for me ?
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寄稿 

ゴンダールからの留学生（太田教授室にて研究打ち合わせ） 



特集 
国際化、 

 　　その後 
内 か ら 外 か ら  

寄稿 

海
外
か
ら
の
本
学

での
留学・研究体験者

等
か
ら
の
寄
稿

　
四
国
の
東
に
あ
る
徳
島
は
眉

山
や
多
数
の
橋
を
有
し
、
眉
山

か
ら
眺
め
る
公
園
の
緑
や
花
々

が
目
を
潤
し
て
く
れ
ま
す
。
毎

年
８
月
に
数
え
切
れ
な
い
男
女
、

子
供
の
踊
り
子
連
や
見
物
人
で

賑
わ
う
真
夏
の
夜
の
祭
り
、「
阿

波
踊
り
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
日
本
人
は
行
楽
に
出
か
け
る

時
に
ご
み
袋
を
準
備
す
る
の
で
、

公
園
、駅
や
通
り
が
き
れ
い
で
す
。

夜
中
で
も
恐
怖
を
感
じ
ず
自
転

車
で
走
り
回
れ
ま
す
。
公
共
の

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
は
便
利
で
、大

都
会
ほ
ど
渋
滞
が
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
費
も
東
京
や
大
阪
よ
り
安

く
、す
だ
ち
、わ
か
め
や
ア
ワ
ビ

が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

　
大
学
内
で
は
、日
本
人
チ
ュ
ー

タ
ー
が
生
活
一
般
、
必
要
書
類
、

習
慣
及
び
勉
学
な
ど
を
助
け
て

く
れ
ま
し
た
。
受
け
入
れ
家
族

制
度
も
い
い
で
す
ね
。 

　
徳
島
大
学
の
教
授
は
熱
心
で
、

教
育
や
研
究
の
雰
囲
気
が
良
く
、

日
本
人
学
生
は
賢
く
、
教
授
に

よ
く
従
い
、土
・
日
曜
日
に
も
勉

学
を
し
ま
す
。
研
究
室
に
あ
る

機
器
の
多
く
は
、
外
国
人
学
生

に
は
目
新
し
い
も
の
で
す
。
実

験
結
果
に
つ
き
毎
週
セ
ミ
ナ
ー
で
、

説
明
を
求
め
ら
れ
る
の
で
理
解

が
深
ま
り
ま
す
。一
番
重
要
な
の

は
言
語
で
す
。
日
本
語
は
難
し

く
我
慢
と
智
恵
、
時
間
を
要
し

ま
す
。 

　
す
ば
ら
し
い
教
授
、同
僚
、目

新
し
い
機
器
に
接
し
、
人
生
に

ま
た
新
た
な
感
覚
、
仲
間
と
魂

を
得
ま
し
た
。 

　
努
力
家
、技
術
革
新
で
偉
大
な

国
日
本
に
少
年
時
代
か
ら
夢
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
極
東
国
へ

の
憧
れ
が
２
０
０
３
年
現
実
と
な

り
ま
し
た
。
海
外
ど
こ
で
も
最
初

の
数
ヶ
月
間
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
、天
候
、異
文
化
、中
で
も
研
究

に
対
し
て
は
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
、

そ
れ
に
対
処
す
る
苦
労
は
言
い
表

せ
ま
せ
ん
。
辛
抱
と
観
察
、忍
耐

で
す
。
教
授
と
一
部
学
生
か
ら
の

親
切
や
励
ま
し
な
く
て
は
、こ
れ

ら
を
乗
り
越
え
れ
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。ま
ず
は
彼
ら
に
御
礼
を
！ 

　
研
究
生
活
も
２
年
に
入
り
、教

育
・
研
究
生
活
に
つ
き
多
少
評
価

で
き
ま
す
。
以
下
、外
国
人
留
学

生
が
直
面
す
る
問
題
で
す
。 

１ 

日
本
語 

　
研
究
面
や
日
々
の
生
活
で
大

問
題
で
す
。
徳
大
で
の
日
本
語
教

育
は
全
外
国
人
を
対
象
に
し
て

い
ま
せ
ん
。 

　
言
語
自
体
の
理
解
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、留
学
生
間
で
交
流
が
あ

れ
ば
さ
ら
に
理
解
を
促
し
、日
々

の
生
活
を
円
滑
に
す
る
で
し
ょ
う
。 

２ 

英
語
版
の
冊
子 

　
全
員
で
は
な
い
が
、外
国
人
は

英
語
を
読
み
、書
き
、話
し
ま
す
。

日
本
語
版
に
相
当
す
る
英
語
版

学
内
規
則
（
授
業
科
目
、履
修
登

録
等
な
ど
）が
あ
れ
ば
研
究
生
活

は
遙
か
に
円
滑
と
な
り
ま
す
。 

３ 

研
究
生
活 

　
学
生
が
研
究
科
で
な
く
教
授
に

属
す
る
た
め
、学
生
の
研
究
が
講

座
の
研
究
に
限
ら
れ
、学
生
の
多

様
性
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。一
方
で
、

単
一
の
論
文
掲
載
に
よ
る
卒
業
認

定
は
、母
国
に
帰
っ
た
時
問
題
と

な
り
ま
す
。
西
洋
の
多
く
の
大
学

で
は
卒
業
論
文
を
評
価
し
ま
す
。 

４ 

学
位
証
明 

　
学
生
の
研
究
科
で
な
く
、実
際

に
や
っ
た
学
術
分
野
で
学
位
名
称

と
す
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、医
学
博

士
と
か
歯
学
博
士
で
な
く
解
剖
学
、

薬
理
学
な
ど
。
学
生
の
将
来
の
研

究
分
野
と
の
関
係
が
深
い
の
で
。 

５ 
討
論
の
場 

　
大
学
に
は
留
学
生
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
全
留
学
生
の
研
究
や

日
常
生
活
に
関
し
相
談
す
る
場
に
。

こ
れ
が
あ
れ
ば
、学
生
生
活
が
よ

り
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
最
後
に
、関
係
各
位
の
今
後
の

努
力
で
解
決
さ
れ
ま
す
よ
う
。
あ

り
が
と
う
！ 

　
日
本
の
高
度
先
端
技
術
や
新

幹
線
な
ど
に
つ
い
て
子
供
の
頃
か

ら
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
、日
本

の
生
活
に
つ
い
て
大
変
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、一
方

で
そ
れ
は
非
常
に
遠
い
世
界
で

あ
る
よ
う
に
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
す
る
機
会
を

得
て
日
本
に
や
っ
て
き
た
私
は
、人
々

の
あ
た
た
か
い
歓
迎
を
受
け
、ま

た
日
本
へ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た

安
全
性
や
現
代
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、日
本
に

住
ん
で
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

経
験
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。 

　
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
安
定
し
た

生
活
か
ら
離
れ
て
か
ら
は
、日
本

で
の
生
活
の
す
べ
て
が
新
し
い
も

の
で
し
た
。
仕
事
も
分
子
生
物
学

の
分
野
に
変
え
て
研
究
を
始
め

ま
し
た
し
、多
く
の
方
々
に
出
会

っ
て
、カ
ラ
オ
ケ
あ
る
い
は
温
泉

に
行
く
よ
う
な
全
く
初
め
て
の

経
験
も
で
き
ま
し
た
。
徳
島
の
人
々

は
本
当
に
協
力
的
で
友
好
的
で
す
。

外
国
人
は
異
な
る
国
で
多
く
の

困
難
に
直
面
し
ま
す
が
、私
の
場

合
、そ
れ
ほ
ど
の
苦
労
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
徳
島
で
の
生
活
は

私
の
生
涯
で
最
も
素
晴
ら
し
い

経
験
で
あ
り
、私
の
心
を
開
き
、

い
っ
そ
う
の
独
立
心
や
新
し
い
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
日
本
で
与
え
ら
れ
た
す

べ
て
の
こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
、そ
し
て
、日
本
を
離
れ

た
と
き
は
い
つ
で
も
、日
本
に
戻

れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
感

じ
る
の
で
す
。 

 

　
私
は
１
９
９
３
年
に
徳
島
大
学

薬
学
部
の
楠
見
武
徳
教
授
の
研

究
室
に
中
国
か
ら
留
学
し
ま
し
た
。

当
時
、研
究
室
は
海
洋
生
物
が
生

産
す
る
生
理
活
性
物
質
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
そ
の

研
究
を
通
じ
て
沢
山
の
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
特
に
２
次
元
Ｎ
Ｍ
Ｒ
ス

ペ
ク
ト
ル
の
技
術
は
、留
学
後
さ

ら
に
渡
米
し
中
国
に
帰
国
し
た

現
在
ま
で
、私
の
研
究
を
支
え
る

道
具
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
楠
見
研
究
室
に
１１
人
の
人
達

が
居
ま
し
た
が
、殆
ど
が
大
学
院

生
と
学
部
学
生
で
、若
い
活
気
と

共
に
と
て
も
仲
が
良
い
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。
実
験
が
一
息
つ
い
た

日
に
は
、研
究
室
全
員
で
山
に
登

っ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
　

ま
た
、海
洋
生
物
の
採
集
や
お
食

事
会
、合
唱
、お
誕
生
会
、そ
れ
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
行
っ
た
り

し
て
、研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
い

う
よ
り
は
大
き
な
暖
か
い
家
族
の

一
員
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
人
達
と
親

交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
、今
で

も
幸
せ
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。 

　
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
、

六
年
間
、
機
械
工
学
科
で
勉
強

し
村
上
教
授
の
指
導
の
下
、
修

士
号
を
取
得
し
帰
国
し
ま
し
た
。 

　
私
は
東
京
で
の
一
年
間
の
日

本
語
の
勉
強
後
、
徳
島
で
の
留

学
生
活
を
開
始
し
ま
し
た
。一
年

次
は
文
系
科
目
受
講
と
日
本
語

能
力
不
足
で
苦
労
し
ま
し
た
。

２
年
次
に
な
る
と
工
学
系
科
目

も
増
え
、日
本
人
の
友
達
も
で
き
、

日
本
語
も
上
達
し
、
学
生
生
活

が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た

在
学
中
、
国
際
交
流
協
会
会
員

と
の
剣
山
の
秋
の
登
山
や
、
各

国
の
留
学
生
と
の
交
流
が
貴
重

な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
妻
の
里
帰
り
の
際
に
常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
す
が
、改

築
さ
れ
、
留
学
時
代
の
面
影
が

な
く
な
り
、
少
し
寂
し
く
思
い

ま
す
。
し
か
し
、青
春
時
代
に
刻

ま
れ
た
徳
島
大
学
で
の
留
学
生

活
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
は
ギ
ニ
ア
共
和
国
の
出
身
で
、

電
気
電
子
工
学
科
木
内
教
授
の

指
導
の
下
、修
士
と
博
士
号
を
取

得
し
、現
在
、カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
の
マ
ッ
ク
ギ
ル
大
学
ダ

グ
ラ
ス
病
院
研
究
セ
ン
タ
ー
で

研
究
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。  

　
私
は
五
年
間
、
家
族

と
共
に
徳
島
で
過
ご
し

ま
し
た
。
徳
島
の
人
々

に
は
国
際
交
流
協
会
を

通
じ
非
常
に
暖
か
く
接

し
て
頂
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
徳
島
大
学
は
国
際
大

学
だ
と
思
い
ま
す
。
私

は
在
学
し
国
際
的
に
活

躍
す
る
基
盤
と
自
信
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
は
徳

島
大
学
の
研
究
・
教
育
の
質
の
高

さ
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。 

　
徳
島
大
学
は
さ
ら
に
国
際
化

を
推
し
進
め
る
時
期
に
来
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
国
際
交
流
協
会

と
の
連
携
が
必
要
で
す
。
交
流
協

会
は
姉
妹
都
市
と
の
交
流
を
企

画
し
、大
学
は
国
際
会
議
の
開
催

や
、卒
業
留
学
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
し
、教
員
は
国
際
共

同
研
究
を
進
め
る
。
そ
れ
に
よ
る

更
な
る
国
際
化
に
期
待
し
て
い

ま
す
。 
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Unforgettable 
Tokushima !

Science and technology, Hatay Province, 
Vietnam 

Nguyen Thanh
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　Foreign Student  
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Anonymous
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to the University of 
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 Senior postdoctoral fellow, McGill University 

Youssof Cisse

徳島大学での 
留学体験談 

 
（本人原稿和文） 

　 
M. Imam Firdaus

Japan 
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in my life
 

大学院歯学研究科4年 

Santos de Araujio Rui Mauricio

The days 
in the University of 

Tokushima 
北京大学医学部教授 

Ping Xu 
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医学部での研修時、大塚製薬工場内にて他の研究生と（著者左端） 

カナダの研究室にて（著者左後方） 

歯学部研究室内にて 

薬学部在学中の著者 


